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Research Abstract

ダックB型肝炎ウィルス粒⼦と特異的に結合する宿主膜蛋⽩質として発⾒されたgp180は、N末端側にカルボキシペプチダーゼドインを3個(N末端よりドメインA、Bおよ
びC)タンデムに配列し、またC末端側に膜貫通領域、55残基からなる細胞質領域をもつユニークなアミノ酸⼀次構造をした新規蛋⽩質である。本研究では、gp180の構造
と機能を理解するため、ヒトgp180(Hgp180)を対象にカルボキシペプチダーゼ活性と細胞質領域の機能について解析した。 
本研究を進めるにあたり、まずHgp180検出のためのモノクローナル抗体の作製を試みた。この結果、Hgp180ドメインAに特異的に結合する3つのモノクローナル抗体が
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得られた。そのうちのひとつ、抗体6-2-3は、Hgp180ドメインAのN末端側109〜137番アミノ酸配列内にエピトープマッピングされた。 
Hgp180を強制発現させた293T培養細胞の粗抽出液を⽤いた酵素活性の測定実験により、Hgp180がカルボシキペプチダーゼとして機能することを初めて証明した。ま
た、Hgp180のカルボキシペプチダーゼ活性は、1、膜貫通領域を必要とするが、細胞質領域はいらない、2、ドメインAB領域でドメインCは不必要である、3、3つのド
メインのうち、ドメインBのみ活性をもつことがわかった。 
gp180、は、その95%以上が細胞内に局在する。そこで、この細胞内局在性とHgp180細胞質領域との機能相関について、細胞質領域の各種変異体を作製し検討した。
その結果、細胞質領域N末端側アミノ酸残基1334〜1344番が細胞内局在に重要であることがわかったが、そのシグナルは新規の配列であった。

[Publications] Eng,F.J.ら: "Gpl80,a protein that birds duck hepatitis B virus particles,has metallocarboxypeptidase D-like enzymatic activity." J.Biol.Chem.(in
press).
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